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私のヒガンバナ研究・その後

サイエンスコミュニケーター

楠田 純一

はじめに

2013 年 9 月 7 日（土）、私はこれまで追い
かけてきたヒガンバナの「ふしぎ！？」につ

いて(※ 1)、いつもお世話になっているファ
ラデーラボで語る機会を与えてもらった。

◆第４４回かがくカフェ 「ヒガンバナのか

がく」(※ 2)

アリガタイ反面、私は困ってしまった。思

いはあっても、そんなにうまくこれまでのヒ

ガンバナの「ふしぎ！？」を語る自信はなか

った。なにか「モノ」や「実験」があればそ

れなりにツタエルことができるかもしれない

が、しかし、それもない。苦肉の策で思いつ

いたのが Web テキストだ。これを機に Web
テキスト『ヒガンバナ』を作って、それを公

開してしまおうと思った。

◆ Web テキスト『ヒガンバナ』（２０１３版
解説版 2013.09.01）(※ 3)

テキストを公開してしまうことで、その時

だけ役に立つだけでなく、継続してより多く

の人と一緒にヒガンバナの「ふしぎ！？」を

追うことができるのではと考えたのだ。

事実、「その後」よりドラスティクな展開

が待ち受けていた。それを今回報告する。

１ 「自然結実」ヒガンバナ群生地の発見

私はずっと「自然結実」するヒガンバナ種

子を捜していた。日本のヒガンバナは三倍体

（2n=33）で種子をつくらないと言われてい

た。でも私はそれだけでは納得できなかった。

「あんなにたくさんの花を咲かせるヒガン

バナだ。なかには変わりダネがいてもいいで

はないか。」そんな思いがあったからだ。そ

れまでもさんざん探しまくっていた。

それに特化した観察オフまでやったことも

ある。ネットなどを見ていると、それがアタ

リマエのように画像で紹介されていたり、ず

っと以前に自分でもそれらしいものを観察し

た憶えがあった。しかし、それだけでは満足

できなかった。

たった今、自分の眼で確かめたかったのだ。

そして、その日（2013.11.13）はついにや
ってきた。

図１ ついに「自然結実」発見 ！！

「自然結実」ヒガンバナの「群生地」（安富）

の発見！！

その「発見」は私にとって衝撃的でありか

つ感動的なものであ

った。

私はまったく有頂天

になっていた！！

うれしかった。これ

以上の喜びはめった 図２ 黒々として大きかった
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に経験できることではなかった。

「これで一緒にヒガンバナの「種子」を追

いかけてきた友人と「自然結実」ヒガンバナ

観察会ができる。」「この群生地ナラバ確実

に「自然結実」を観察できるだろう！！」

そう考えると一年経つのが待ち遠しかっ

た！！

だが事態はそう単純に展開していかなかっ

た。 いや、もっと驚きの展開をみせてくれ

たのだ。

２０１４年秋、ヒガンバナの咲く前から

何度もこの「群生地」（安富）に足を運んで

いた。

なにかが変だった。想定していたこととち

がうことになっていた。 ほんとうに「自然」

とは面白いものだ！！ 私などの勝手な「想

定」をはるかに越えたところで展開していっ

た。２０１３年発見の「群生地」（安富）で

はみつけることはできなかったが、２０１４

年は他のいろんな場所で「自然結実」を確認

できたのだ。驚くべきことに、あらたな「群

生地」(夢前)もみつけることができた。

図３ 「自然結実」はすぐわかる！！

だから予定通り「自然結実」ヒガンバナ観

察オフを実施する

ことができた。

２０１５年にはさ

らに驚くべきこと

に第３の「群生地

（福崎）を発見した 図４「自然結実」花茎ドッサリと

のだ。

手に入れた種子も飛躍的にふえた。

それ以後は３ヶ所の「群生地」を中心に採

集していった。

図５ 種子が黒くなるまで水栽培

「自然結実」群落発見以降の５年間をふり返

ってみると次のようになった。

【２０１３年】１０個以上正確には不明 「安

富」群落発見で喜んでしまい散逸

【２０１４年】３０個 「夢前」群落発見、

「安富」群落なし

【２０１５年】６９個 「福崎」群落発見、

「福崎」６３個が目立つ

【２０１６年】７３個 再び「安富」３３

個が目立つ

【２０１７年】

３１個 「福崎」

２０個が目立つ

図６ 2016 年は過去最高７３個も
もはや、たまたまの偶然などではない。

ヒガンバナ「自然結実」は想像以上に、高

頻度に起こっている。

そう結論づけてもいいだろう。ではどうし

て「めったにない」と言われ続けてきたのだ

ろう！？

現段階での私の「仮説」はこうだ！！

・誰も「あるもの」として本気で探さなかっ

た。

・現に私も２０１３年１１月まで捜しまくっ

ていたが、どこか半信半疑だった。群落を見
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てからは「あるもの」として探し始めた。

・「自然結実」の時期が、１０月下旬～１１

月中旬と、ヒガンバナの存在など意識されな

い時期である。そこでさらなる結論はこうだ。

「あるもの」として探せば誰でもみつける

ことができる！！

２ 「自然結実」ヒガンバナ種子の「発芽」

「出葉」に成功

２０１４年に新しい群生地も発見しアタ

リマエのようにみつけるようになった「自然

結実」ヒガンバナ種子。しかし、このときは

「完熟」種子であっても少し「種子」ときめ

つけることに躊躇していた。 少し遠慮して

「種子もどき」とよんでいたときもある。

正真正銘の「種子」ならば、発芽して育

ち一人前のヒガンバナになるはずだ。

では実験だ。種子から育てる実生実験

だ！！

２０１４年採集した３０個の種子のうち

翌春に発芽したのは３個だけだった。

発芽率は３／３０=１０．０％ 。

図７ ヒガンバナの種子が発芽・発根

けっして高い発芽率ではなかった。しかし、

はじめて「発芽」を見たときの感動は大きか

った。「発芽」は同時に鱗茎の赤ちゃんのよ

うなものつくった。そして根もできた。

これは「発根」と言った方がその様子をよく

表わしているのかも知れない。

２０１５年採集した６３個ついては、保存

に失敗しカビ等にやられてしまった。残念な

がらひとつも「発芽」(発根)することはなか

った。

２０１６年採集した７３個については、翌

春に３個が「発芽」(発根)。

正確には３個の種子は他のところで育てて

もらうこととしたので、発芽率は３／７０=
４．３％ということになる。

実生実験に取り組むなかで知らなかったも

うひとつの「戦略」に出会った。

春に「発芽」（発根）したビガンバナは、

そのまま成長して葉を出してくるのではなか

った。いったん地下に眠り、秋にふつうの一

人前のビカンバナが「出葉」してくる時期に

「出葉」して来るのである。

ヒガンバナの生長は二段構え、春「発芽」

（発根） 秋「出葉」 ！！

図８ 2015 年秋 3 つの鉢より「出葉」

私にはこれもまたみごとなヒガンバナの

「戦略」に見えてくるのであった。

知ってしまえば、アタリマエ。 でもやっ

ぱりはじめてそれを自分の眼でたしかめたと

きは感動であった。

・２０１５年の秋

３つの「出葉」

を見た。

図９ 葉がすくすく伸びてくる

・２０１７年の秋 １つだけの「出葉」を見
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た。

３ コヒガンバナの種子の「発芽」「出葉」

に挑戦

どんな「研究」でも同じスピードで展開し

ていくわけではない。ひとつの「発見」「出

会い」で、急激に加速されることがあるので

ある。

私のヒガンバナ研究においては次の２つの

ことがそれであった。

（１）「自然結実」ヒガンバナ群生地の発見！！

（2013.11.13）
（２）大量のコヒガンバナ種子の入手！！

（2014.10.26）
コヒガンバナは、ふつうに見られる日本の

ヒガンバナとちがって２倍体(2n=22)だと言
われている。従って、「種子」をつくってア

タリマエのヒガンバナなのだ。

ほんとうだろうか！？

どうしてもそれを自分で確かめてみたかっ

た。そのためには「種子」が欲しかった！！

ずっと念じておれば叶うものである。

５１個ものコヒガンバナの「種子」を友人

からゆずってもらったのだ。

さっそく

２０１５年

の春、種子

から育てる

実生実験に

取 り 組 ん

だ。 図１０ コヒガンバナ種子入手

そしたら、ほんとう

に次々と「発芽」（発

根）して来たのだ。

そして、なんと最

終的に４９個の種子 図１１ ヒガンバナそっくりの種子

が「発芽」したのである。

発芽率４９／５１=９７．６％。

図１２ 発芽率 97.6 ％はさすが！
さらに驚くことがあった。春に発芽したも

のを土の中に眠らせた。

そして、秋をむかえた。今度は土の中か

ら葉が出てきたのである。

そして、最終的に「出葉」したのは４１個

あった。

出葉率４１／

４ ９ =８ ３ ． ７
％！！

５１個の種子

から「出葉」まで 図１３ 出葉率 83.7 ％
辿り着いたのは４１個である。

４１／５１=８０．３％ ！！

ほんとうにコヒガンバナは２倍体だ。この

アタリマエがうれしかった！！

気をよくした私は２０１５年末から面白

いプロジェクトをはじめた。

名づけて

◆「実生コヒガンバナを咲かせよう！！」プ

ロジェクト

である。

私一人で育てて行くのでなく、出葉したコ

ヒガンバナを何人かに「おすそ分け」して育

ててもらうというプロジェクトだ。

出葉を何年か繰り返し、鱗茎を太らせ、

何年か後に花茎をのばし花が咲く日がくるこ

とを夢見てのプロジェクトだ。何人かで取り

組めば、私ひとりでは無理でも誰かが成功す

るかも知れない。
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その花は、またきっと種子をつくるだろう。

そしたら、また多くの人が「コヒガンバナ

は２倍体」に納得するだろう。

それは何年先だろう！？

４ 楠田式「自然結実」ヒガンバナ実生実験

法

「自然結実」ヒガバナ群生地発見から５

年！！

この５年間の試行錯誤の取り組みに基づ

き、いったん私流のヒガンバナ実生実験を定

式化しておこうと思う。これが、「これから」

の私自身のヒガンバナ研究に役立つと同時

に、今からはじめる人にも役立つことなるこ

とを願いつつ。

◆楠田式「自然結実」ヒガンバナ実生実験

法！！

【Ｓｔｅｐ１】「種子」を手に入れる。

（１） お彼岸の前後にビカンバナが群生し

ているところをみつけておく。候補地はでき

るだけ自宅から近くで複数がよい。（９月中

下旬）

（２） 「自然結実」している花茎を採集す

る。花は萎れ葉が目立ちはじめ頃、「自然結

実」した花茎は直立していることが多く目立

つ。（１０月中旬～１１月上旬）

（３） 採集した花茎を「水栽培」する。ペ

ットボトルなどに水を入れ、花茎を挿して置

く。

（４） 子房部が割れ、黒い「種子」が見え

てきたら注意深く観察し、落下したら回収す

る。（１１月中旬～１２月上旬）

【Ｓｔｅｐ２】「種子」を保存する。

（５） 「種子」を１個ずつチャック付き

ナイロン袋（12 × 7 ㎝）に入れる。袋には
採集場所、花茎採集日、「種子」回収日をマ

ジックで記入しておく。（１１月中旬～１２

月上旬）

（６） すべての「種子」が回収し終わった

ら、ナイロン袋をケースに入れ、冷蔵庫で保

存する。（１２月中旬～）

【Ｓｔｅｐ３】「種子」を発芽・発根させる。

（７） 保存して置いた「種子」を冷蔵庫か

ら出してくる。（２月～３月中旬）

（８） 「種子」を一粒ずつ「タネまき土ポ

ット」（市販品）に

まく。そのとき採集

場所、花茎採集日、

種子回収日の記録さ

れたナイロン袋は工

夫をしてつけておく。図１４ひとつずつ「タネまき土ポット」へ

ポットを入れる容器

は、プリンの空容器等を工夫する。

（発芽、発根だけであれば適当な容器に濡れ

たティシュを敷いて床としても可）

（９） 発芽・発根を観察する。（～５月中

旬）

【Ｓｔｅｐ４】植木鉢に植え替える。

（１０） 発芽してから、小さな鱗茎がふく

らみ緑の部分が消えかかるまで観察して、土

ポットごと植木鉢に植え替える。使用する土

は市販の「花・野菜栽培用土」で可。（～６

月中旬）

【Ｓｔｅｐ５】「出葉」を観察する。

（１１） 植木鉢の土のなかから葉が出てく

るのを観察する。（９月中旬～）

（１２）翌年の春、葉が枯れるまで観察する。

※もしその年に「出葉」しなくても植木鉢は

そのままにしておく。

【Ｓｔｅｐ６】花茎がのびてきて花が咲くの

を待つ。

（１３） 【Ｓｔｅｐ５】の「出葉」観察を

何年間か繰り返し花茎がのびてくるのを待

つ。

（１４） 花茎がのびてきて開花すれば、実

生実験は成功！！ ＼(^O^)／
以上である。

私自身はどこまで来ているのだろう。

【Ｓｔｅｐ６】 花茎がのびてきて花が咲く
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のを待つ。

（１３） 【Ｓｔｅｐ５】の「出葉」観察を

何年間か繰り返し花茎がのびてくるのを待

つ。

●２０１４年「種子」採集→２０１５年実生

実験開始 →植木鉢３つ

●２０１６年「種子」採集→２０１７年実生

実験開始 →植木鉢３つ

これが私の「現在地」だった。

その顛末の一部始終は【ヒガンバナ情報○○

○年】に記録した。(※ 4)

おわりに（「これから」にかえて）

「これから」の課題を思いつくままにあげて

みる。

（１）「自然結実」ヒガンバナ実生実験の事

例をふやしていく！！

まずはこれだ！！

ここまでは、私のわずかながらの事例に

すぎない。もっともっと多くの事例が出てき

てこそ「研究」の名に値するものになるのだ。

（２）「ヒガンバナに何が起こっているの

か？」を明らかにする。

「仮説」だけは立てていた。

【仮説 １】「自然結実」するヒガンバナは、

２倍体(2n=22)になっている。
【仮説 ２】無融合種子形成をするようにな

っている。３倍体（2n=33）のままである。
【仮説 ３】【仮説 1】と【仮説 ２】とが入

り交じっている。

どの仮説が正しいのだろうか。

今の私の環境では、染色体数も数えること

もできない。それどころか私はまだ、実際に

ヒガンバナの染色体の顕微鏡観察もしたこと

がない。でも私はあきらめてはいなかった。

（３） Web テキスト『ヒガンバナ』改訂
版の制作！！

Web テキスト『ヒガンバナ』（２０１３
年版 2013.09.01 解説版）以降の展開をふま
えて改訂版をぜひともつくりたい。

と「大風呂敷」を広げてみても、今の私には

それを具体化する知識も能力もない。

研究をすすめるための充分な設備、「研究

室」もない。しかし、それらに負けない強力

な味方があった。ネットを駆使したビカンバ

ナ・ヒューマンネットワークである。

私のヒガンバナ研究がここまでこれたの

は、すべてヒガンバナ研究の第一人者である

栗田子郎先生(※ 5)をはじめ、「日本ヒガン
バナ学会」やネットワークのみなさんのおか

げである。最後になりましたがこの機会に深

く感謝申し上げます。「これから」もよろし

くお願いします。
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